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1 題 材名  「 2学期まとめの会」を開こう

2  題 材について

2学 期、子 ども達は 「学級祭 り」や 「学習発表会」などの大きな行事を経験 し、い

よいよ卒業を意識 し始めるようになってきたようである。 12月 には学級のまとめの

集会として 「2学 期まとめの会」に取 り組むことにより、卒業に向けての仲間意識や

学級集団としてのまとまりを高め、 自治的な力のさらなる向上を図ることを意識 した

働きかけをしていきたいと考えこの題材を設定 した。

これまで、 7月 には挨拶運動のめあて達成のお楽 しみ会、続いて 9月 には 「学級祭

り」と称 して、スポーツ行事 とお楽 しみ会のダブルイベントを楽 しく開催 してきた。

これらの学級の集会活動では最高学年という発達段階から、全て計画委員会の子 ども

達が計画、話 し合い、実施 まで責任を持つて準備を重ね、その結果、子どもたちに自

治的・自発的な実践力が身に付いてきた。本題材についても計画委員会を中心に取 り

組ませてきている。

児童は、明るく素直で比較的発言することに抵抗がなく、 自分の意見や考えを発表

することのできる子が多いので、話 し合い活動や普段の学習中の発表の場では多 くの

意見が飛び交う。また、今まで行事や月目標などの取 り組みにも協力 して取 り組むこ

とのできるよさがある。その反面、多 くの意見が出ている中で発言の少ない子、でき

ない子の存在があることも事実であ り、大勢の前で発言する事にかな りの抵抗を感 じ

ている子もいると国語や話 し合いの授業 となると、学び合いや深め合いに意欲的な女

子が学習をリー ドしながら進めてきたが、学級活動における話 し合いに関 しては 2学

期まで教師の指導と支援により進め方を学び続けてきたという現状である。

今回の話 し合い活動は 「2学 期まとめの会」の内容である 「料理 (おやつ作り)」、「お

楽しみ会」、「スポーッ」の具体的な内容を考えることである。おやつ作りについては初めて

の取り組みであるので時間や内容について担任も配慮しながら子ども達に考えさせていき

たい。                               ｀

本時では「2学期まとめの会」の内容のうち、「お楽しみ会」と「スポーツ」について、その

方法や役害」分担などを話し合っていく予定である。学級全員の関心が高い内容であるの

で、数多くの発表の練り合いからよりよい意見へと収束させていきたい。

児童への支援としては、話し合いにおける役害」分担や話し合いに向けての準備などを勢

自習や昼休み時間を活用して進めていくものとし、本時で発言ができない子ども達に対して

はペアやグループで話し合い活動をするように支援したり、活動計画全体を通して題材の

ねらいに迫ったりできるように配慮をしていきたい。
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3  題 材の目標

(1)「 2学 期まとめの会」が楽 しい会になるように、目的を持つて話 し合い活動に参

加する。

(2)「 2学 期まとめの会」について考え、一連の取 り組みを経験することにより 「学

級の一員」であることを自覚するとともに、学級の結びつきを一層強めることがで

きる。

4  題 材の主な評価規準

観  点 評 価 規 準 評価方法

関心 ・意欲

態度

・学級生活をよりよくするために、 自分たちで議題を話 し合お

うと、進んで話 し合いに参加 しようとしている。

議 題 提 案

カー ド

思考 ・判断 ・話し合いの中で予想される問題の対応を検討 し、進行の計画

を考えている。

発表

行動観察

技能 ・表現 ・「2学 期 まとめの会」が楽 しい会 になるように、話 し合 いの

柱に従 つて建設的な意見を出すことができる。

・「まとめの会」の内容に合わせて組織を考え、友達と協力 し

て楽 しい集会にすることができる。

発表

行動観察

知識 ・理解 ,「まとめの会」を組織的に運営 してい くための計画委員会の

役割やよりよい解決の仕方を理解 している。

・議題選定の観点を決めて、学級全体で選定する仕方や手順が

わかる。

行動観察

発表

行動観祭
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5  活 動計画

活 動 過 程 活 動 内 容 期 日 評 価 規 準 【観点】 [方法]
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( 3 ) 評 価

評 価 規 準

【観点】

[方法]

準基断判

手 立  て

十分満足 おおむね満足

「2学 期 ま とめ

の会」が楽 しい

会 になるように、

話 し合いの柱に

従 つて建設的な

意見を出すこと

ができたか。

(技能 ・表現)

[行動観察・発表]

「2学 期 ま とめの

会」が楽 しい会に

なるように、話 し

合いの柱に従 つて

相手の発表を聞き

なが らなが ら積極

的に建設な意見を

出すことがで きる。

「2学 期 まとめの

会」が楽 しい会に

なるように、話 し

合いの柱に従つて

学級活動メモを生

かしなが ら自分の

意見を出すことが

できる。

積極的に発言できな

い子どもには、ペア

やグループで話し合

い活動をするように

支援する。
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